もちろん、 我々 は 芸術 を 政治に 奉仕せ しめる 愚 を 犯 

して はならない。 また、 娯楽と 宣伝と を 混同して はな 

ら ない。 しかし、 同時に 我々 は 映画の 間口の 広さ を 忘 

れる こと はでき ないし、 その 能力の 多様性、 浸透性 を 

無視す る こと もで きない。 

我々 は、 我々 の 芸術 良心に 従い、 かつ 十分 それ を満 

足させながら、 現実の 政治に 役立つ ような 映画 を 作る 

こと も 決して 不可能で はない ので ある。 このような 場 

合に、 その 種の 作品の 中で、 我々 が 政治と いう もの を 

いかに 扱うべき か、 それに 対する 私の 答 はすで に 今 ま 

で 述べ てきた 中に 十分 明らかと なって いる はずで ある _ 



(四月 九日) 

(『キネ マ 旬報』 
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